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Sarasa topikkusu sarasa topikkusu sarasa topikkusu 
sarasa       

６
年
後
の
平
成
34
年
北
陸
新
幹

線(

東
京
～
敦
賀)

開
業
に
向
け
、

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
建
設

・
運

輸
整
備
支
援
機
構
は
県
内
工
事
着

工
率
が
５
割
を
超
え
た
と
発
表
。

県
内
の
工
事
区
間
は
石
川
県
境
と

敦
賀
を
結
ぶ
76
㌔
で
約
半
分
は
ト

ン
ネ
ル
と
な
る
。
芦
原
、
福
井
、

南
越(

武
生)

、
敦
賀
の
４
駅
舎
は

６
年
後
に
は
完
成
す
る
。
開
通
後

Ｊ
Ｒ
の
路
線
使
用
料
と
し
て
運
輸

機
構
に
入
る
賃
借
料
と
国
、
県
、

沿
線
自
治
体
の
負
担
金
で
新
幹
線

工
事
は
行
わ
れ
、
今
後
県
の
負
担

す
る
多
額
の
長
期
公
債
発
行
は
免

れ
な
い
。 

中
部
縦
貫
道
路
は
来
年
以
降
毎

年
２
０
０
億
円
を
超
え
る
予
算
が

必
要
と
な
り
、
北
陸
自
動
車
道
福

井
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
岐
阜
県
境
ま

で
の
区
間
が
全
線
開
通
す
る
予
定
。

北
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
野
ま
で
は
今
年
度 

     全
線
開
通
し
、
残
る
は
県
境
ま
で

の
35
㌔
。
６
年
後
の
全
線
開
通
ま

で
に
今
後
約
１
２
０
０
億
円
が
費

や
さ
れ
る
。 

近
年
土
木
建
設
の
旺
盛
な
需
要

に
も
よ
る
が
、
５
年
前
ま
で
と
は

違
い
建
設
コ
ス
ト
が
建
設
資
材
価

格
や
労
務
単
価
、
消
費
税
増
税
な

ど
に
よ
り
格
段
に
引
き
上
が
り
、

計
画
当
初
の
予
算
よ
り
倍
増
の
傾

向
に
あ
る
。
な
ぜ
敦
賀
ま
で
の
延

伸
が
遅
れ
金
沢
ま
で
の
開
業
が
先

行
し
た
か
。
ま
た
中
部
縦
貫
道
路

に
お
い
て
は
全
長
１
８
４
㌔
に
１

兆
２
０
０
０
億
円
の
巨
費
を
投
じ
、

平
成
20
年
に
全
面
開
通
し
た
東
海

北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
合
わ
せ

白
鳥
西
Ｉ
Ｃ
ま
で
完
成
し
た
時
期

に
、
中
部
縦
貫
道
の
工
事
を
進
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
10
年
も
遅

れ
工
費
は
膨
ら
む
。
福
井
県
の
政

治
力
が
問
わ
れ
る
。 

東
海
北
陸
道
は
名
神
高
速

一
宮

Ｉ
Ｃ
～
北
陸
自
動
車
道
小
矢
部
砺

波
Ｉ
Ｃ
に
直
結
、
さ
ら
に
能
越
自

動
車
道

へ
と
通
じ
る
。 

敦
賀
ま
で
の
県
内
区
間
北
陸
新

幹
線
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
全
線

開
通
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
今
後

も
財
政
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
。 

                   

                           

建
設
コ
ス
ト
膨
ら
み 

重
く
の
し
か
か
る
負
担
金 

 

今
回
最
も
注
目
さ
れ
た 

東
北
と
７
大
都
市
の
参
院
選 

福
井
厚
生
病
院
に
判
決
下
る 

営
利
主
義
に
走
っ
た
ツ
ケ
が
・・・

 

 

丼
の
聖
地
福
井
県
が
「福
丼
県
」 

そ
の
陰
で
泣
き
を
見
た
人
た
ち 

 

知
ら
ぬ
は 

 

日
本
人
だ
け
？ 

沖
縄
県
民
は 

納
得
い
か
な
い 

 
 特

別
養
子
縁
組
が 

 

少
な
い
日
本 

治
安
最
悪
の
中 

 

リ
オ
五
輪
開
催 

幸
福
の
国 

ブ
ー
タ
ン
薬
物
汚
染 

全７ページ中１ページ表示 


